ＥＭ－１Ａ　技術資料

１．許容回転数

	　
	最高回転数
	周波数
	周速

	ドア側
	12000rpm
	200Hz
	90m/sec

	本体側
	8000rpm
	133Hz
	57m/sec


ドア側のピン列の直径は本体側よりも大きいので、出来るだけドア側を高速回転にした方が衝撃速度は大きく取れます。そのため周速の選択は、まずドア側を90m/sec (12000rpm)固定とし、本体側の速度を変化させて必要粒度を調節すると良いでしょう。振動や騒音レベルを考慮するときは、余裕があればドア側の周速も下げるようにします。但し、本体及びドア側の回転数を近づけると共振がおこり、機器全体の振動が大きくなりますので、ドア側回転数＞本体側回転数となるよう周速を20%以上離し、共振を防ぎます。

２．周波数と回転数、及びドア側ピンディスク最外周の周速との関係

	周波数(Hz)
	50
	83
	133
	167
	200

	回転数(rpm)
	3000
	5000
	8000
	10000
	12000

	ドア側周速(m/s)
	22
	37
	60
	75
	90

	本体側周速(m/s)
	21
	35
	57
	-
	-


３．必要処理風量

供給パージエアー：0.2Mpa(約400NL/min) において、回転数を変化させたときの発生風量
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上記グラフのようにドア側の回転数を一定にしたまま本体側の回転数を上げると、発生風量は減少する。ダイレクトドライブ用のモーター仕様が今のところMax.12000rpであり、本体側の回転数も上げざるを得ないため、発生風量が低下している。 最大風圧は約100mmAq、最大発生風量は約0.5m3/min。自然排気では、必要な濾布はφ200×1000mmL以上である。しかし、原料の性格や運転状況によっては、通過風量を増やしたい。その場合は、外付けのブロワで吸引する必要が生じます。

４．必要パージエアー

必要圧力：0.2Mpa以上、吐出空気量：300NL/min以上
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